












4.結語 

全国アンケート調査結果からみて、先天性副腎皮質過形成症の治療は必ずしも満足すべき

ものとは言い難く思えた。早期発見は勿論必要なことであるが、治療法が各研究者により

多少異っており、特に治療の指標として何を用いるかが問題であると考えられた。しかし

、標準的な基本的治療指針を早急に作製し、全国いかなるところでも適切な治療が行い得

るような方策をたてるべき時期にきていると痛感された。また 9a 一 fludrocortisone 

acetate(フロリネフ)の早急な市販と健保適用の措置がとられることも望まれた。 


